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〈第 72 回〉骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

の予防と治療

〈第 13 回〉5 月から健診が始まります

強くします。趣味やスポーツ、ま
ずは歩行距離を延ばすだけでも良
い効果が得られます。バランスの
とれた適度な食生活は骨の健康に
も必須です。カルシウムやビタミ
ンDを含む食品の摂取、緑茶の摂
取がよいとされます。一方、喫煙
や過度の飲酒、コーヒーの過飲な
どは骨折の危険が増大するとされ
ます。
　当院では皆さんの健康増進のた
め、骨粗鬆症の検査・治療を行っ
ています。軽微な力で骨折したこ
とのある人、他に原因なく背中や
腰の痛みが持続している人は骨粗
鬆症の可能性がありますので、一
度ご相談ください。

■�問合せ／健康課成人保健担当☎ 24-8181

■�問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

齢や、女性の場合はホルモンの影
響で体の骨の強さが下がってし
まい、骨折を起こしやすくなった
状態を骨粗鬆症といいます。かつ
ては治療がほとんど不可能でした
が、近年の研究の進行で有力な薬
剤が使用可能となり、患者さんの
特徴に合わせて選択可能となって
います。骨粗鬆症の治療は直接的
に骨折を抑制し、また生活機能の
低下や死亡リスクを軽減させるこ
とがわかってきています。
　骨粗鬆症にならないための予防
として、運動と栄養について気を
付けていただくことは、有益なこ
とと言われています。運動を無理
なく継続していただくことは骨を

　日本人の平均寿命は世界トップ
レベルですが、近年は日常生活が
制限されることなく生活できる期
間である健康寿命も注目されてい
ます。平均寿命と健康寿命との差、
日常生活に制限のある「健康では
ない期間」は 2016 年において男
性 8.84 年、女性 12.35 年でした。
　要介護状態となる大きな原因の
一つに骨折・転倒があります。年

〈今月のドクター〉

整形外科医長

那波 康隆 医師

　病気の早期発見・早期治療には
健診の受診が必要です。本市の健
診は、18 歳※から受診できます。
　職場の健診にがん検診がない人
は市のがん検診を利用して、もれ
なく受けるようにしましょう。
　健診の料金などの詳細は、広報
よねざわ４月 15 日号と一緒に配
布した「健診ガイドブック」をご
覧ください。
※�令和２年 3 月 31 日に到達する
年�齢です。

健診の種類
健診の受け方

受診できる年齢
個別 鷹山

ドック 集団

生活習慣病予防のための健診
はつらつ基本健診 ○ × ○ 18 歳～ 39 歳
特定健診 ○ ○ ○ 40 歳～74 歳
後期高齢者健診 ○ ○ ○ 75歳以上
がん検診
呼吸器検診 喀痰検査なし ○ ○ ○ 40 歳～

喀痰検査あり ○ ○ ○ 50 歳～
胃がん検診　内視鏡 ○ × × 40 歳～

X 線 ○ ○ ○ 40 歳～
大腸がん検診 ○ ○ ○ 40 歳～
子宮頸がん検診 ○ ○ ○ 20 歳～
乳がん検診 ○ ○ ○ 40 歳～

子育て中の人も安心して健診を受けることができます

〈レディースデイに託児開設〉

■健診日／ 7/30 ㈫、8/23 ㈮、9/20 ㈮　■託児場所／すこやかセンター
■注意事項／健診の予約をしてから託児の申し込みをしてください。
■申込・問合せ／健康課成人保健担当


